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平成27年度 第１回昭島市障害者自立支援推進協議会 

議 事 要 旨 

 

１ 開催日時 

  平成27年７月30日(木) 午後６時30分～午後８時30分 

 

２ 開催場所 

  昭島市役所３階庁議室 

 

３ 出席者（協議会委員９名） 

  （委員） 

  長瀬委員（会長）、島田委員（副会長）、石井委員、市村委員、斎藤委員、野島委員、長谷川

委員、深井委員、森田委員 

 （欠席） 

相沢委員、石塚委員、竹口委員 

（昭島市地域支援会議委員） 

高橋地域支援会議委員 

（事務局） 

  新藤副市長、佐藤保健福祉部長、榎本障害福祉課長、山﨑障害福祉課障害福祉係長 

 

４ 議事次第 

 １ 開 会 

 ２ 議 題 

(１) 会長・副会長の選任について 

(２) 第４期昭島市障害福祉計画について 

(３) 第３期昭島市障害福祉計画の実績について 

(４) 昭島市地域支援会議について 

(５) 昭島市地域支援会議活動報告について 

(６) ヘルプカードの配布及びヘルプマークの作成・啓発について 

 ３ その他 

 ４ 閉 会 

 

５ 説明資料 

 資料１  昭島市障害者自立支援推進協議会委員 

 資料２-１ 第３期昭島市障害福祉計画におけるサービス見込量と実績値の比較 

 資料２-２ 平成26年度までに達成を目指す目標 

 資料２-３ 第３期昭島市障害福祉計画の各施策における実施状況及び評価状況 
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資料３  平成27年度昭島市地域支援会議 委員名簿 

資料４  平成27年度昭島市地域支援会議 ４月～６月の活動報告 

資料５  ヘルプカードの配布及びヘルプマークの作成・啓発について 

 

１ 開会（省略） 

 

２ 議題（要旨） 

(１) 会長・副会長の選任について  

 

事務局 

 

会長、副会長は委員の互選により定めることになっているが、今期も

前会長、前副会長がこの協議会委員として在籍していることから、会長を

長瀬委員に、副会長を島田委員にお願いしたい。 

（全会一致で承認される） 

 

 

（２）第４期昭島市障害福祉計画について 

事務局から第４期昭島市障害福祉計画（概要版）に基づき説明 

 

 

（３）第３期昭島市障害福祉計画の実績について 

事務局から資料２-１、２-２、２-３に基づき説明 

 

野島委員 

 

事務局 

 

野島委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

島田副会長 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

資料２-３について、評価結果がＡからＦまであるが、どのように評価

しているのか。 

庁内の職員で組織する、昭島市障害福祉計画策定等庁内検討委員や施

策に関係する担当課の職員により評価を実施した。 

評価結果がＡだからといって、100％有効であるということではないと

思う。最終的な目標はＡに向かって施策を推進することだとは思うが、Ａ

と評価されている施策について、どこで何を行っているのか分からないと

感じる施策もある。また、保護者からの視点では、評価結果に細かい部分

で不満も感じられる。      

 平成26年度に策定した第４期障害福祉計画の策定過程においても一定

の評価を実施し、委員の皆様にもお示しをしてきた経過がある。第４期障

害福祉計画においては、数値目標等に関する部分については、ＰＤＣＡサ

イクルの実施ということも国から示されていることもあるため、各施策の

評価方法等についても一定のＰＤＣＡサイクルを考慮するなかで実施し

ていきたいと考えている。 

資料２-１の地域移行支援の達成率は4.0％となっており、十分に地域移

行のシステムや受け皿が準備できていないと考えられるのではないか。ま

た、当事者の方について施設等の生活が安定しており、地域移行すること

で生活を変えたくないということも考えられると思う。第４期障害福祉計

画においても実施上の課題や方向性というものは提示されていないが、こ

のような現状をどうのように考えているか。 

 

平成26年度においては、地域移行支援の実利用者数は２人、地域定着支

援の実利用者数は１人となっている。市内には地域移行、地域定着支援の
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島田副会長 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

市村委員 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

市村委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

島田副会長 

 

 

 

 

 

事務局 

 

島田副会長 

 

 

 

 

事業所は２事業所あるが、社会資源の関係や人的な対応面からも厳しい状

況があり、御指摘のとおり、なかなか進んでいない状況がある。 

国の政策も地域移行という方針であることから、当事者の方が地域生活

を望んでいる場合、地域生活を実現する方向にすすめる必要があると感じ

ている。しかし、一方で地域での生活が必ずしもいいというわけではなく、

施設の中で本人の意思で生活することもいいことだとは思う。このような

中で、当事者に対して選択肢を広げることは良いことだと思うが、現状の

課題やビジョンなどはあるか。 

委員の意見のとおり、国の方針は地域移行に向けた取組を進めている

が、一方、障害の特性や家庭の事情などいろいろファクターがあると思う

が、全てにおいて共生社会実現のために地域移行していきましょうという

ことは、なかなか難しい部分があり、社会資源も現状では不足している状

況であると認識している。障害のある方にはなかなか難しい事情をお持ち

の方もいらっしゃることから、ケースワークの中で斟酌し、地域移行に向

けた支援をすることになると思われる。 

資料２-３、No88の障害者の実習の受け入れについて、ハローワーク主

催の雇用連絡会などでの情報提供により、都内のほとんどの市で庁内実習

を行っているようだが、この実習については、他の機関とは関係なく庁内

で完結できると思うが、「実施には、至っていない」とのことで、次期計

画期間において検討を行うとのことだが、具体的にどのように検討を行う

のか。 

障害者実習の必要性については認識しているが、現状の市役所職員の人

員体制に余裕がない中では、大学のインターシップの受け入れについても

なかなか厳しい状況にあり、障害者実習の受け入れについても、なかなか

進んでいない状況にありますが、さまざまな課題解決を図るなかで、総務

部とも協議を重ね、障害者実習を実施していきたいと考えている。 

南大沢学園への勤務時に、八王子市の障害者福祉の担当課と連携するな

かで、インターシップを依頼してきた経過があり、障害者福祉の担当課か

ら教育委員会や図書館などの職場に広がったこともありました。 

重ねての説明になりますが、大学のインターシップの受け入れについて

も厳しい状況があり、市役所の各職場については、限られた人数で職務を

遂行している状況となっている。また、障害者実習の受け入れについては、

職場において一定の負荷や責任が生じるが、総務部とも協議を図るなか

で、実習ができる環境を整える必要があると考えている。 

実際に実習を行っている市にどのような形で行っているかリサーチす

る必要があると思う。また、障害のある方ができる作業はどうのようなも

のか、その作業を行うためにはどのような作法等をしていくべきかなどの

職務分析をする必要があると思う。障害特性に合わせてその方が十分に力

を発揮できるような職務分析を行うことやジョブコーチなどの専門家な

ども入れて検討することにより、指導方法なども明確になると思うが。 

実習を行う職場や業務の内容など、いろいろと模索はしているが、なか

なか進んでいない状況がある。 

先進的な市の事例を参考にすると良いのではないか。また、市役所の仕

事は共通性が高いと思うので、Ａ市で行っている業務を昭島市でも行って

みるという発想でいいと思う。まずは、障害のある方にあった業務をある

程度、提案していく形をとらないと、障害者実習ができない状態が続くと

思うが。 
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事務局 

 

島田副会長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

野島委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

野島委員 

 

 

事務局 

 

深井委員 

 

 

 

 

 

さまざまな意見を伺ったが、インターシップの担当部署は総務部でもあ

ることから、総務部と協議しながら実現につなげていきたいと考える。 

資料２-３、No38のバリアフリー総合基本計画の策定・推進について、

評価結果がＦとなっているが、建築関係の専門家や建築関係だけではなく

障害のある方の意見聴取などを行うなかで、ユニバーサルデザインを考え

ていかなければならないと考えるが、具体的な方針やタイムテーブルはあ

るのか。 

この施策については、バリアフリーに関する基本的な計画を策定すると

のことだったが、国の考え方が変わり、バリアフリーに関する実行計画の

策定へと変更になった。第４期障害福祉計画においては、バリアフリー基

本構想策定に向けた調査・研究を行うこととしている。 

バリアフリーは当然として、ユニバーサルデザインを入れるなかで市の

今後の方針、基本構想について検討していきたいと考えている。 

近隣の小学校の地区委員をしているが、副籍制度や地域交流ということ

もあるが、その学校の地域に住んでいても土・日のイベントが開催されて

も声がかからないケースがある。また、障害のある子どものことを地域が

把握していないという現状があり、災害時のことを考えると不安に思って

いる。また、防災訓練時に仕切り用のパーテーションを見たが、自閉症の

重たい子どもにはつらいスペースになってしまうと感じた。また、福祉避

難所が設定されていると思うが、親御さん達でも知っている方は少ないの

かなと感じているが、避難所に避難しなければならないときに、地域の

方々がどれだけ受け入れてくれるのか不安に思っている。 

地域移行の対応や災害時の対応についても、子ども達の過ごし方は、行

政なり大人の援助が必要と感じており、地区委員会や自治会など地域に根

ざした団体などとの交流について、教育委員会や障害福祉課が核になって

いただきたいと保護者の立場としては思っている。 

学校に関する意見については、教育委員会へ伝える。防災の件について

は、避難が必要な場合は、まずは一次避難所に避難していただき、その次

に福祉避難所である二次避難所が設置され、各一次避難所で介護などの支

援が必要な場合は、二次避難所に移動していただく形になると思う。移動

手段等については、課題だと認識している。 

また、避難所の関係については、防災課が所管する部分でもあるが、関

係する部署と避難方法等についても検討する必要もあることから、自治会

等の協力を得る中で検討を進めている部分もある。 

近隣の小学校の隣には福祉施設があるが、以前は福祉施設が祭を開催す

る際に、小学校と交流があったようだが、最近は交流も少なく、小学校区

にある施設だが地域が知らないということがあると感じる。 

地域との交流ということについては、非常に大切なことだと思うが、制

度上の取り扱いという部分もあることから、課題だと考える。 

資料２-３No55の文化活動支援に関連して、平成26年度に障害がある人

達だけのふれあい芸能大会を昭島市の公民館で行ったが、公民館では障害

のある人達のイベントは初めてということで、いろいろと段取りに大変な

部分があった。 

他の市などでは障害者祭りのようなイベントを開催しているところも

あるが、昭島市ではこのようなイベントはないため、文化活動も含め、い

ろいろな方面から盛り上げていただけると、障害のある人達へ向いてくれ

るのではないかと感じている。 
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（４）昭島市地域支援会議について 

事務局から資料３に基づき説明 

 

 

（５）ヘルプマークの配布及びヘルプマークの作成・啓発について 

事務局から資料５に基づき説明 

 

森田委員 

 

 

イベント時のチラシ配布に止まらず、駅などの利用者の多いところに

掲示等を行い、継続的な周知・啓発に努めることが大切だと思う。 

 

 

（６）その他 

 

長瀬会長 以上で、第１回昭島市障害者自立支援推進協議会を閉会いたします。 

ありがとうございました。 

 

 


